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日本気象株式会社 

2024 年夏の猛暑の地域的特徴および 2023 年との比較 

～危険な暑さの地域を把握するのに役立つ 1km メッシュ暑さ指数等を用いた調査結果～ 

2024 年夏季の暑さ指数等の地域的特徴について、日本気象株式会社が独自に開発した

1km メッシュ暑さ指数データ等を用いて、2023 年と比較して調査しました。 

その結果、以下の特徴が明らかになりました。 

・アメダス地点における最も多い猛暑日日数は、2024 年と 2023 年で 16 日の差があった。 

・アメダス地点における猛暑日の最も遅い日は、2024 年と 2023 年であまり差はなかった。 

・100 万人あたりの熱中症搬送人数は、2024 年は西日本で多く、2023 年は北陸地方や東北

地方で多かった。 

・暑さ指数 31 度以上の「危険」な暑さの日は、熱中症搬送人数の地域的特徴と同じく、2024

年は西日本で多く、2023 年は北陸地方や東北地方で多かった。 

本調査により、1km メッシュ暑さ指数データが「危険」な暑さの地域的特徴を把握するの

に有用であることを示すことができました。日本気象株式会社は、このような調査結果を活

かし、地球温暖化等による顕著な気候対策に役立つ気象データプロダクトを引き続き開発

して参ります。 
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1. 2024 年夏の猛暑 

2024 年は、世界の平均気温が過去最高になるのが確実といわれていますが※1、日本の夏

も記録的な猛暑になりました。7 月以降、全国的に顕著な高温となり、9 月に入ってもなお

猛暑日となる地域がありました。その要因は、亜熱帯ジェット気流が例年より北へ蛇行した

こと、背の高い暖かい高気圧に覆われやすかったこと、日本近海の海面水温が顕著に高かっ

たこと、長期的な地球温暖化と北半球中緯度の対流圏の高温が挙げられており、さらに 10

月以降も引き続き高温傾向が続きました。※2,3,4 

 

2. 猛暑日の特徴 

2024 年は長期的な猛暑になったため、猛暑日（日最高気温 35 度以上）の統計が注目され

ました。猛暑日の地点数については、気象庁ホームページで公開されています。これを見る

と、9 月 21 日の 7 地点が全国で最も遅い猛暑日でした。ただ、気象庁ホームページで公開

されている情報からは各地点の猛暑日の日数や最遅日がわからないので、アメダス統計デ

ータを用いて調べてみました。 

2024 年の猛暑日の日数の上位 10 位のランキングを表 1 に示します。最も日数が多かっ

たのは大宰府の 62 日でした。 

 

表 1 猛暑日の日数の上位 10 位地点（2024 年） 

 

 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/summer.php
https://ods.n-kishou.co.jp/data/detail/5591
https://ods.n-kishou.co.jp/data/detail/5591
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最も遅い猛暑日（9 月 21 日）の 7 地点を表 2 に示します。愛知県、大阪府、三重県で最

も遅い猛暑日が観測されていました。 

 

表 2 最も遅い猛暑日の 7 地点（2024 年） 

 

 

比較のため、2023 年も調べました。2023 年の猛暑日の日数の上位 10 位のランキングを

表 3 に示します。2023 年は桐生の 46 日が最も多い猛暑日の日数でした。2024 年の大宰府

とは 16 日の差があります。 

 

表 3 猛暑日の日数の上位 10 位地点（2023 年） 

 

 

2023 年の最も遅い猛暑日は 9 月 28 日で 4 地点でした（表 4）。つまり、2023 年の方が猛

暑日は遅く観測されていました。ただ、2023 年 9 月 28 日の前に猛暑日を観測した日は 9 月

21 日（3 地点※表省略）でしたので、「猛暑日の遅さ」はあまり有意ではないと考えられま

す。 
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表 4 最も遅い猛暑日の 4 地点（2023 年） 

 

 

3. 熱中症搬送人数の特徴 

熱中症による救急搬送数は、消防庁の取りまとめ※5によると、2024 年（5 月～9 月）は平

成 20 年の調査開始以降、最も多かったとのことでした。 

総務省統計局の都道府県別人口のデータと消防庁の熱中症による救急搬送数データを用

いて、2024 年と 2023 年の 5 月～9 月の 100 万人あたりの熱中症搬送人数を都道府県別に

調べました（図 1）。 

 

図 1 2024 年と 2023 年の 5 月～9 月の 100 万人あたりの都道府県別熱中症搬送人数 

 

図 1 から、2024 年は西日本を中心に 2023 年より熱中症搬送人数が多かったということ

がわかります。また、2023 年は北陸地方や東北地方で多いことが特徴的です。 
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4. 暑さ指数の特徴（地点データ） 

暑さ指数（WBGT: Wet Bulb Globe Temperature）は、熱中症を予防することを目的とし

て提案された指標です。※6 

環境省から提供された全国の地点の暑さ指数の実況値のデータ※7 を用いて、日常生活に

関する指針として「危険」とされる暑さ指数 31 度以上の日数を調べました。 

 

表 5 暑さ指数 31 度以上の日数の上位 10 地点（2024 年 5 月 1 日～10 月 23 日、沖縄県

と小笠原諸島は除く） 

 

 

表 6 暑さ指数 31 度以上の日数の上位 10 地点（2023 年 5 月 1 日～10 月 31 日、沖縄県

と小笠原諸島は除く） 
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2024 年 5 月 1 日～10 月 23 日の暑さ指数 31 度以上の日数のランキングを表 5 に示しま

す。ただし、ここでは沖縄県と小笠原諸島の地点は除いています。 

 最も日数の多かったのは沖永良部で、上位 10 位までは全て九州地方の地点でした。 

比較のため、2023 年 5 月 1 日～10 月 31 日の暑さ指数 31 度以上の日数のランキングを

表 6 に示します。こちらも沖縄県と小笠原諸島の地点は除いています。なお、2024 年と期

間が異なるのは、執筆時点で環境省から 2024 年の確定版データが提供されていないためで

す。 

 2023 年の上位 10 位までは関東地方の地点が目立ちます。暑さ指数 31 度以上の日数は、

70 日を超えているのは 2 地点で、2024 年（14 地点※10 位より下の地点名は省略）の方が

「危険」な暑さの日が多くなっていました。 

 

 地点別の暑さ指数 31 度以上の日数について、2024 年と 2023 年の差を求め、都道府県内

の最大値と最小値を図 2 に示しました。北陸地方や東北地方で最小値が大きな負の値にな

っており、2023 年の方が暑さ指数 31 度以上の日数が多かった地点があったことがわかり

ます。また、その他の地域では、特に西日本ほど最大値が大きな正の値になっており、2024

年の方が暑さ指数 31 度以上の日数が多かった地点があったことがわかります。 

 

 

図 2 暑さ指数 31 度以上の日数の 2024 年と 2023 年の差の都道府県の最大値（赤実線）

と最小値（青点線） 

 

 一方で、全ての地点を表やグラフで表すのは見づらく、都道府県内のような細かな分布を

地点データで表現するのは難しくなります。次の節では、暑さ指数の地域的特徴を視覚的に

捉えることができる 1km メッシュ暑さ指数を用いてこの問題を解決します。 
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5. 暑さ指数の特徴（メッシュデータ） 

1km メッシュ暑さ指数※8 は、暑さ指数の実況推定値のメッシュデータです。暑さ指数の

推定方法は、環境省※6 と同じ手法の小野・登内(2014)※9 の式により、気象庁の推計気象分

布、局地数値予報モデル GPV、三十分大気解析 GPV、また、当社の 2km メッシュ推計日

射量※10を用いて算出しています。 

図 3 は 2024 年と 2023 年の 5 月 1 日～10 月 31 日の 1km メッシュ暑さ指数日最大値 31

度以上の日数の分布です。2024 年は関東地方から西で「危険」な暑さの日が多かったこと

が分かります。2023 年は、2024 年と比べると、2023 年は東北地方や北陸地方で暑さ指数

31 度以上の日が多く、2024 年は関東より西で暑さ指数 31 度以上の日が多かったことが分

かります。前述の熱中症搬送人数の地域的特徴と整合的です。 

 

 
図 3 1km メッシュ暑さ指数日最大値 31 度以上の日数（左：2024 年 5 月 1 日～10 月 31

日、右：2023 年 5 月 1 日～10 月 31 日） 

 

 図 3 から、「危険」な暑さの日が 70 日以上の非常に多い地域がかなり限られていること、

逆に、「危険」な暑さの日が 10 日以下の非常に少ない地域も広く存在することがわかりま

す。このように、メッシュデータの分布図を用いると、地点データの表やグラフに比べて、

「危険」な暑さの細かな地域的特徴を把握しやくなります。 
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